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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、「長座体前屈」は、全国・札幌市の平均よりも高い。し

かし、それ以外の項目では全国・札幌市の平均よりもやや低い。特に、反復横跳びでは平均を大きく下回っ

ている。 

体力や筋力を高める運動を充実させる必要がある。なわ

とび活動等にさらに継続的に取り組むことで体幹、バラン

ス、持久力の向上を図る。 

 全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、「長座体前屈」「立ち幅とび」「５０ｍ走」では全国・

札幌市の平均よりも高い。「２０ｍシャトルラン」では札幌市の平均値とほぼ同率だが、それ以外の項目で

は全国・札幌市の平均より下回っている。 

瞬発力、敏捷性、地面を蹴る力などは、跳ぶ運動の成果

が見られる。なわとび活動等にさらに継続的に取り組むこ

とで体幹、バランス、持久力の向上を図る。 

 特に男子は運動系の習い事に通っている児童が多く、中学校でも部活動で運動をしたい児童が札幌市

平均に比べ高い。しかし、1日のテレビやDVD、ゲーム機、スマートフォン、パソコンなどの画面を見

ている時間が札幌市・全国の平均を男女共に上回っており、「運動は大切である」という意識の低下が

みられる。 

体育の授業の中で、運動の楽しさや大切さを知る

ことができるよう、個々の課題に合わせた目標を設

定し、場の工夫をする。家庭とも連携し、子どもた

ちの健やかな生活習慣を整える。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自らの 

健康づくりを図る取組の充実 

 

   

 

  〇毎年取り組んでいる「雪かきチョボラ」を家庭や地域と連携していく。 

 

具体的な

取組 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

○体育の授業における「主体的・対話

的で深い学び」を具現化した体育の

授業の改善と充実。個々の課題に応

じた場を作り、個々のペースで課題

を解決することで、どの子も体を動

かすことの楽しさを実感できる教師

の関わりを最重点とする。 

○自ら課題を見付け、それに向かって

粘り強く努力する、持久力のある体

と心を育成する。 

 

 

 

 

〇各教科等の内容を関連付けた「保健教

育」の推進 

 

〇三間の充実 

時間：運動の時間を確保 

空間：体育館は割り当てがあるが、グラ

ウンドは常に全学年遊びが可能。 

仲間：たてわりグループでの運動遊び、

体育委員による学級対抗でのスポ

ーツイベント等の企画や体力テス

ト企画の実施。 

○体育の授業の準備運動として、本校で

考案した「なわとびエクササイズ」、

中休み、昼休みに全校で行う「なわと

びチャレンジカード・なわとび検

定」、地域行事と関連した「大縄跳

び」を奨励したりすることで、子ども

の体力・運動能力の向上を図る一貫し

た取組を行い、学校の文化として継承

する。 

○休み時間の「遊ぶ楽しさの実感」「外

遊び」「思わず遊びたくなる環境づく

り」を全校で共通意識のもと積極的に

奨励していく。 

 

 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 


